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第 １ ５ - ０ １ ４ 号 

     ２０１５年１０月２８日 

 平成２８年３月期 第２四半期決算について 

ＡＮＡホールディングスは、本日１０月２８日（水）、平成２８年３月期 第２四半期決算を取りまと

めました。詳細は「平成２８年３月期 第２四半期決算短信」をご参照ください。 
 
１．平成２８年３月期 第２四半期の連結経営成績・連結財政状態 
（１）概況 
・当第２四半期のわが国経済は、一部に弱さも見られる中で、総じてみれば、個人消費の底堅

い動きや設備投資に持ち直しの動きが見られる等、緩やかな回復基調が続きました。また、先

行きについては、中国を始めとするアジア新興国の景気が下振れする等、景気を下押しするリ

スクがあるものの、各種政策の効果もあり、緩やかな回復に向かうことが期待されています。 
・前期は、羽田空港の国際線発着枠の拡大を機に羽田の国際線を充実させ、内際ネットワーク

の連携を強化しました。当期は、成田の国際線ネットワークのさらなる拡充を進め、国際的なハ

ブ空港としての機能強化を図る等、首都圏デュアルハブモデルの進化に取り組んでいます。 
・４月より『ＳＴＡＲ ＷＡＲＳプロジェクト』を開始し、世界中に幅広いファンを持つ「スター・ウォー

ズ」に登場するキャラクターをデザインした特別塗装機を発表する等、グローバルな知名度の

向上に努めました。 
・ネットワークの拡充等により国際競争力を強化した国際線事業を中心に、訪日需要や北米～

アジア間の乗り継ぎ需要を着実に取り込んだこと等の結果、売上高は前年同期を上回りました。

事業規模を拡大する中でも営業費用の抑制に努め、コスト構造改革も計画通りに進めた結果、

営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益ともに増益となりました。 

これらの結果、当第２四半期の連結経営成績は売上高が９，１１２億円、営業利益は８６７億

円、経常利益は８２９億円、親会社株主に帰属する四半期純利益は５３９億円となりました。 
単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 平成２８年３月期 
第２四半期 

平成２７年３月期 
第２四半期 増減 増減率(%) 

売 上 高 ９，１１２ ８，５４８  ５６４       ６．６ 
営 業 費 用 ８，２４４ ７，９６８  ２７５       ３．５ 
営 業 損 益 ８６７ ５７９  ２８８ ４９．８   
営 業 外 損 益 ▲３８ ▲９８  ６０   ―― 
経 常 損 益 ８２９ ４８０  ３４９     ７２．６ 
特 別 損 益  ０  １０２  ▲１０２ ▲９９．４ 

親会社株主に帰属する 
四 半 期 純 損 益 ５３９ ３５７  １８２  ５０．９ 

   単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【セグメント情報】 
平成２８年３月期 

第２四半期 
平成２７年３月期 

第２四半期 増減 

売上高 営業損益 売上高 営業損益 売上高 営業損益 
航 空 事 業 ７，８８０ ８１１ ７，４２２ ５１８ ４５８ ２９３ 
航空関連事業 １，１４４ ４２ １，０８９ ５２ ５５ ▲９ 
旅 行 事 業 ８８４ ２８ ８９０ ２７ ▲５ ０ 
商 社 事 業 ７１５ ３０ ６１３ １８ １０２ １２ 
そ の 他 １６１ ６ １５５ ７ ６   ▲０ 
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（２）航空事業 
①国内線旅客 
・北陸新幹線の開業に伴う競争環境の変化に加え、７月以降に発生した台風による欠航の影

響等により、旅客数は前年同期を下回りましたが、需要動向に応じて各種運賃を柔軟に設定

する等、増収に努め、収入は前年同期を上回りました。 
・需要が高まる７月以降、羽田＝沖縄線で深夜便「ＡＮＡギャラクシーフライト」を運航したほか、

中部・福岡＝沖縄線や沖縄＝石垣・宮古線を増便する等、需要の取り込みに努めました。ま

た、「三代目 Ｊ Ｓｏｕｌ Ｂｒｏｔｈｅｒｓ ｆｒｏｍ ＥＸＩＬＥ ＴＲＩＢＥ」を夏のキャンペーンキャラクターに

起用し、需要喚起に努めました。 
・サービス面では、日本で初となる自動手荷物預け機「ＡＮＡ Ｂａｇｇａｇｅ Ｄｒｏｐ」を７月から羽田

空港で導入し、よりスムーズなお預けを可能にする等、サービス向上に努めました。 

結果として、国内線旅客収入は７４億円の増収（前年同期比２．１％増）となりました。 
（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客】 平成２８年３月期 
第２四半期 

平成２７年３月期 
第２四半期 増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） ３，５３２ ３，４５８   ７４  ２．１ 
旅客数（千人） ２１，５５１ ２１，６７５ ▲１２４ ▲０．６ 
座席キロ（百万座席キロ） ３０，３０７ ３０，６４７ ▲３３９ ▲１．１ 
旅客キロ（百万人キロ） １９，４３３ １９，２９３ １３９ ０．７ 
利用率（％） ６４．１ ６３．０   １．２ ――― 

 

 ②国際線旅客 
・北米路線を中心にビジネス需要が好調に推移したことに加え、全方面からの旺盛な訪日需要

を積極的に取り込んだこと等により、旅客数・収入ともに前年同期を上回りました。 

・６月より成田＝ヒューストン線、９月より成田＝クアラルンプール線を新規開設したほか、６月

以降、成田＝シンガポール・バンコク線を増便し、北米～アジア間における乗り継ぎ利便性の

向上を図りました。なお、ヒューストン空港においては、ユナイテッド航空との乗り継ぎ利便性

を高めることにより、米国南部や、メキシコを始めとする中南米への渡航利便性を大きく向上

させました。また、７月からは成田＝ホノルル線を増便し、需要の取り込みを図りました。 
・サービス面では、主に海外のお客様よりハラール認証の機内食ニーズが増加している傾向を

踏まえ、７月から一部の路線においてハラール認証を受けた機内食メニューをより充実させま

した。 

結果として、国際線旅客収入は２３９億円の増収（前年同期比１０．１％増）となりました。 
（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客】 平成２８年３月期 
第２四半期 

平成２７年３月期 
第２四半期 増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） ２，５９６ ２，３５７ ２３９ １０．１ 
旅客数（千人） ４，０６２ ３，５９１ ４７１ １３．１ 
座席キロ（百万座席キロ） ２６，３３３ ２４，７１８ １，６１５ ６．５ 
旅客キロ（百万人キロ） １９，９８４ １８，０２５ １，９５８ １０．９ 
利用率（％） ７５．９ ７２．９ ３．０ ――― 
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③貨物 

・国内線貨物は、航空貨物需要が伸び悩む中、新たな予約販売システムを導入し、空きスペー

ス情報のリアルタイムな提供を始める等、需要の取り込みに努めましたが、円安の影響で国

際線からの転送貨物が減少したこと等から、輸送重量・収入ともに前年同期を下回りました。 
・国際線貨物は、アジア発北米向けの自動車関連部品等の三国間輸送貨物や、沖縄貨物ハブ

を活用してエクスプレス貨物の取り込みを図ったほか、８月からはルフトハンザカーゴＡＧとの

共同事業の対象に欧州発日本向けの一部路線を追加しましたが、日本発貨物や円安の影響

を受けた欧米発日本向け貨物が伸び悩んだこと等から、輸送重量・収入ともに前年同期を下

回りました。 

結果として、国内線貨物収入は５億円の減収（前年同期比３．７％減）、国際線貨物収入は  

１４億円の減収（前年同期比２．４％減）となりました。 
   （増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物】 平成２８年３月期 
第２四半期 

平成２７年３月期 
第２四半期 増減 増減率(%) 

国

内

線 

貨物収入（億円）      １５５    １６１ ▲５ ▲３．７ 
輸送重量（千トン）     ２２８     ２３６ ▲７  ▲３．２ 
有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ）     ２３０     ２３６ ▲６  ▲２．８ 

国

際

線 

貨物収入（億円）     ５８３     ５９７ ▲１４ ▲２．４ 
輸送重量（千トン）     ３９６     ４２８ ▲３２ ▲７．５ 
有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） １，７０２ １，８０１ ▲９９ ▲５．５ 

 
④その他 
･マイレージ附帯収入やバニラ・エア㈱の収入、機内販売収入、整備受託収入等にて構成される

航空事業におけるその他の収入は、９６１億円（前年同期比１９．９％増）となりました。 
･バニラ・エア㈱では、国内外において需要喚起のためのキャンペーンを推進したほか、航空券

の販売開始時期を早期化し需要を取り込みました。また、航空券を取り扱う旅行会社数の拡大

等により、利便性の向上に努めました。当第２四半期における輸送実績は、旅客数は８９６千

人（前年同期比５７．２％増）、利用率は８６．７％（前年同期差１２．０ポイント増）となりました。 
 
（３）航空関連事業・旅行事業・商社事業・その他 
・航空関連事業においては、羽田空港や関西空港での空港地上支援業務の受託増等により、

当第２四半期の売上高は１，１４４億円（前年同期比５．１％増）となりましたが、貨物の取扱量

が減少したこと等から、営業利益は４２億円（前年同期比１８．６％減）となりました。 

・旅行事業においては、国内旅行では、主力商品の「ＡＮＡスカイホリデー」が北海道・沖縄方面

を中心に取扱高が増加したこと等により、売上高は前年同期を上回りました。海外旅行では、

円安や欧州におけるテロの影響を受けて主力商品の「ＡＮＡハローツアー」の取扱高が減少し

たこと等から、売上高は前年同期を下回りました。なお、旺盛な訪日需要を着実に取り込み、

訪日旅行の取扱高は前年同期を上回りました。これらの結果、当第２四半期の売上高は８８４

億円（前年同期比０．６％減）、営業利益は２８億円（前年同期比１．３％増）となりました。 

・商社事業においては、リテール部門や食品部門、航空・電子部門の売上が好調であったこと等

により、当第２四半期の売上高は７１５億円（前年同期比１６．８％増）、営業利益は３０億円（前

年同期比６６．０％増）となりました。 

・その他については、保守管理事業が好調でしたが、事業費が増加し、当第２四半期の売上高

は１６１億円（前年同期比３．９％増）、営業利益は６億円（前年同期比９．３％減）となりました。 
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（４）連結財政状態 
   （自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 平成２８年３月期 
第２四半期 平成２７年３月期 増減 

総資産（億円） ２３，１９８ ２３，０２４    １７４ 
自己資本（億円）  （注１） ８，１６６ ７，９８２     １８３ 
自己資本比率（％） ３５．２ ３４．７    ０．５ 
有利子負債残高（億円） （注２） ７，８０５ ８，１９８   ▲３９３ 
Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３） １．０ １．０   ▲０．１ 
注１：自己資本は純資産合計から非支配株主持分を控除しています。 
注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 
注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 

 
（５）連結キャッシュ・フロー 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 平成２８年３月期 
第２四半期 

平成２７年３月期 
第２四半期 

営業活動によるキャッシュ・フロー １，７１１ １，２２２ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲１，２３０ ▲１，５６２ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲５６４ ２２１ 

現金および現金同等物期末残高  ２，００８ ２，３０７ 

減価償却費 ６７１ ６４８ 

 
２．平成２８年３月期の見通し 

・今後のわが国の経済は、各種政策の効果もあり、景気は緩やかな回復に向かうことが期待さ

れています。一方で、当社グループを取り巻く環境は、海外景気動向に対する懸念や国際的な

各種イベントリスクに加え、国内外におけるさらなる競争激化も予想されます。 
・このような状況下、「２０１４～１６年度 ＡＮＡグループ中期経営戦略ローリングプラン」を確実

に遂行し、「お客様満足と価値創造で世界のリーディングエアライングループを目指す」という

経営ビジョンの実現に向け、最適な事業ポートフォリオの構築とコスト構造改革に継続して取り

組むことにより、グループ経営基盤の強化と収益の最大化を目指してまいります。 
・収益基盤であるフルサービスキャリア事業においては、国内線では需給適合を強化して収益

性の堅持を図りつつ、国際線では拡大を続けるグローバルな渡航需要を着実に取り込むため

にネットワークの拡充を進め、首都圏デュアルハブモデルをさらに進化させてまいります。 
 

以上により、４月３０日に発表いたしました平成２８年３月期の連結業績見通しの見直しは行

いません。 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【平成２８年３月期見通し（連結業績）】 予想 前期実績 
（平成２７年３月期） 

増減 

売 上 高 １７，９００  １７，１３４ ７６５ 
営 業 利 益  １，１５０ ９１５ ２３４ 
経 常 利 益     ９００      ６７１ ２２８ 
親 会 社 株 主 に帰 属 する 
当 期 純 利 益     ５２０      ３９２ １２７ 

以上 


